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当センターは、国内唯一の薬用植物に関する総合研究センターとして、多様な環

境の3拠点で4,000系統以上の薬用植物等を維持・保存し、研究資源を提供し

ています。

薬用植物スクリーニングプロジェクトでは、国内で収集した植物を主とした植物

資源のエキスライブラリーをツールとして、多くの機関との共同研究による様々な

生物活性評価を通じたシーズ探索を行っております。応用分野は医薬品、化粧品、

健康食品、農薬など多岐にわたり、実際に製品化されることを目指しています。

薬用植物スクリーニングプロジェクトURL

https://wwwts9.nibiohn.go.jp/screening.html

●植物資源収集を積極的に行っており、現在約15,000点の

エキスを保有しております。（それぞれの植物について食薬区分

や食経験調査を行い情報として紐づけしています。）

●現在までに多くの企業、大学の他、国の研究機関に植物エキス

ライブラリーを分譲し、研究開発に活用していただいております。

様々な分野の企業・アカデミアからの連絡をお待ちしております！

01 研究の背景・目的

02 研究内容（特徴・独自性）

海外産天然資源の利用が難しくなりつつある現在、日本国内に生育する植物は貴重な資源であり、有効活用が

期待されます。当センターではそれらを用いてエキスを作製し、様々なライフサイエンス分野の研究機関や企業など

に提供しています。

お問合せ先： 戦略企画部 産学官調整担当 〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ7-6-8

TEL：072－641－9832 MAIL： sangakukan@nibiohn.go.jp 
第一版：令和6年５月

エキスライブラリーの原料として、野生植物のほか、市場流通品の生薬コレクション、市販のスパイスや野菜・果

物類、漢方処方エキスなど様々な植物サンプルが含まれています。

現在までにこのライブラリーからは、超多剤耐性結核菌に対して有効な化合物、抗C型肝炎ウイルス活性を有す

る化合物、変形性膝関節症に対して有効なシダ成分を同定しました。活性化合物の探索にはLC/MS測定データ

を活用した多変量解析なども応用しています。
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関連する情報

種子島研究部（熊毛郡）

筑波研究部（つくば市）

北海道研究部（名寄市）

国内各地において植生調査並びに植物採取

・植物種の正確な分類同定を実施
・採取地、採取時期による成分差を
考慮した複数回のサンプリングの実施
・創薬に有用と思われるシダ植物を
重点的に収集

各部位に分離
(葉、茎、根等) 植物抽出エキス作製・分注

様々な研究機関・企業などへ分譲。また、当センター独自の生物活
性スクリーニングや、食経験情報などの原料植物の活用情報の収集。

生物活性化合物の構造解析に必要な各種機器を完備
・高速液体クロマトグラフィー質量分析装置(LC/MS)（左）
・600 MHz核磁気共鳴スペクトル装置（NMR）（右）

MeOHで抽出・乾固し、40 mg/mL
でDMSOに再溶解（–20℃保管）部位による成分の

違いを考慮

(doi :10.1007/s11418-024-01785-3)

北方系植物の栽培・保存
(アイヌ民間薬を含む)

熱帯・亜熱帯植物
の栽培・保存

温帯植物の栽培・保存、国内
流通生薬の保存、エキス類の
作製・保存


